東京 ジャ ー 


ミイ 金曜 日 の ホ タ バ 


の 月 30 日 


ハッ ジ ( 巡 礼 ) ( 


お ける 宗教 的 象徴 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 人間 を 、 動 物 の 目 
で 見 る こと は で きま せん 。 も し その よう に 見 る と 
すれ ば 、 人 間 と は 何で し ょ うか 。 肉 と 骨 、 ズ ボン 


と シャ ツジ か ら で き て いる も の と な っ て し まい ます 。 


同様 に 、 カ ー バ を 「 四 角 い 石 」 「 黒 い 石 」 と 見 る 
こと は で き な い の で す 。 

シン ボル で ある も の が 象徴 し て いる 価値 が 見 
逃さ れる と 、 そ こ 
それ が 象徴 する も の を 見 な い の で あれ ば 、 旗 は 一 
枚 の 布 に 過ぎ な いし 、 国 
土 も ちょ っ と 大 きい 不動 
産 に 過ぎ ませ ん 。 

そし て 宗教 的 象徴 は 
他 の 象徴 より も 何 倍 も 尊 
く 気 高い も の な の で す 。 
預言 者 ムハンマド は 
「 ウ フ ド は 一 つの 山 で あ 
る 。 し か し 我々 は それ を 
愛す る し 、 そ れ も 我 々 を 
愛す る の だ 。」 と お っ し 
や ゃ られ まし た 。 も し あな 
た が それ を 、 石 と 土 、 と 
見 な す な ら 、 そ れ も あ な 
た を 肉 と 骨 と 見 な す で し 
ょ う 。 そ の 場合 、 ウ フ ド 山 の 価値 は 理解 され な い 
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ハッ ジ や それ を 形成 する 象徴 的 な 動作 に つい 
て 、 ク ルアー ン で は 「 シ ェ ア ー イ ルッ ラー」 とい 
2 う 表現 が 用 いら れ て いま す 。 そ の 意味 は 「 ア ッ ラ 
ー の 象徴 」 で す 。 ク ルアー ン は この 表現 を 、 他 の 
崇拝 行為 の た め に は 用 いて いま せん 。 

預言 者 ムハンマド の 言葉 に お いて も 、 ハ ッ 
ジ に つい て 用 いら れる 言葉 は 、 他 の 宗 拝 行為 に 関 
する 言葉 と は 異な る も の と な っ て いま す 。 例 えば 
ハッ ジ に お ける 持 拝 行為 の 全て の 要素 に つい て 、 
「 メ ナー シク 」 と いう 表現 が 用 いら れ ま す 。 ま た 
他 の 祭 拝 行為 に つい て 「 承 認 さ れる 」 の 意味 で 
「 マ ク ブ ー ル 」 と いう 言葉 が 使わ れ ま す が 、 ハ ッ 
ジ の 場合 は 「 メ ブル ー ル 」 と いう 言葉 が 用 いら れ 
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これ ら が 示し て いる よう に 、 ハ ッ ジ を 他 の 祭 
拝 行為 か ら 区 別 する 根本 的 な 特質 が ある の で す 。 
それ は 、 象 徴 的 で ある と いう 側面 が より 顕著 で あ 
る こと で す 。 ハ ッ ジ は 、 シ ン ボ ル に よっ て 満た さ 


れ た 、 祭 拝 行為 の 偉大 な 集大成 の よう な も の で す 。 
財産 、 肉 体 、 個 人 、 社 会 と いっ た 次 元 を 包括 し た 、 


最も 包括 的 な 崇拝 行為 な の で す 。 象徴 と いう 次 元 
に お いて 、 ハ ッ ジ は ちょ うど 月 を 示す 指 の よう で 
す 。 も し 指 が 示し て いる 場所 を 見 ず 、 そ の 指 を 見 


に は 何 が 残る で し ょ うか 。 も し 、 





て いる な ら 、 当 然 、 カ ー バ は 「 石 で で きた も の 」 
カー バ の 黒い 石 は 「 石 」、 ア デラ ファ ト は 「 秒 漠 の 
中 の 丘 」、 ザ ム ザ ム の 水 は HzO と し か 見 な され 
な いで し ょ う 。 

真実 は この よう な も の で し ょ うか ? 人類 の 最 
初 の 祈り の 場 で や る カー バ は 、 地 上 が その 胸 を 人 
の 生 の た め に 広げ た 最初 の 場所 で も ある の で す 。 
人 間 は 地上 に 生き て いる 限り 、 こ の 場所 に 恩 が あ 
り 、 感 謝 す る 必要 が あり ます 。 当然 、 こ の 感謝 は 
本 当 に その 場所 に 対し て 
行なわ れる の で は な く 、 
神 に 対し て 行なわ れ ま す 。 

カー バ の 黒い 石 は 、 
材質 と し て は 確か に た だ 
の 石 で す 。 し か し それ が 
象徴 する 意味 は 石 よ り も 
ずっ と は る か に 尊い も の 
で す 。 そ の 象徴 的 意味 は 
預言 者 ムハンマド の 言葉 
に よる な ら 次 の よう に 表 
現さ れ て いま す 。 「 黒 い 
石 は 、 ア デッラ ー の 右手 で 
ある 。」 こ の 言葉 が 比 只 
で ある こと を 理解 する た 
め に は 言語 の 天才 で ある 必要 は あり ませ ん 。 右手 
と いう 言葉 は 、 ア ラビ ア 語 で 「 契 約 」 の 媒介 を 意 
味 し ます 。 従っ て 黒い 意志 に 手 を 触れ る こと は 
アッ ラー に 碑 い を た て る こと な の で す 。 

人 々 は この 石 が 、 イ ブラ ー ヒ ー ム さま の 建設 
され た 最初 の も の か ら 残 る 唯一 の も の で ある か ら 
こそ 、 そ れ に 口付け する の で す 。 タ ワー フ (カー 
バ の 周囲 を 周回 する こと ) が 象徴 する も の は さら 
に 雄大 で す 。 タ ワー フ は 、 役 粒子 か ら 星 に いた る 
諸 世界 の ズ ィ ク ル に 、 人 間 と し て 参加 する こと で 
す 。 ちょ うど 全て の 原子 楼 の 周囲 で 回 り 続 け て い 
る 電子 の よう に 、 ま た 毎秒 、 体 中 を めぐ る 血液 の 
よう に 、 何 百 万 年 も の 間 、 地 球 の 周囲 を 周回 し て 
きた 月 、 太 陽 の 周囲 を 周回 し て きた 地球 の よう に 。 
当然 、 ザ ム ザ ム も 、 水 で は あり ませ ん 。 ザ ム ザ ム 
の 泉 が 示唆 し て いる こと は 明らか で す 。 「 も し あ 
な た が イス マー イー ル を 持つ ハー ジェ ル で あっ た 
な ら 、 力 が 尽き た 時 点 で アッ ラー の 助け が 始ま る 
の で す 。」 と いう メッ セー ジ で す 。 「 砂 漠 で あろ 
うと 、 水 の わか な いと ころ は あり ませ ん 。 イ スマ 
ー イ ー ル の よう な 、 そ れ を 掘る 者 が いる 限り 。」 
預言 者 を 訪問 する 巡礼 者 た ちら の ハッ ジ が 、 承 認 さ 
れる も の と な り ま す よ うに 。 ア デッラ ー が すべ て の 
信者 に それ を 実現 させ て くだ さい ます よう に 。 
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